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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第３四半期連結
累計期間

第19期
第３四半期連結
累計期間

第18期

会計期間

自平成24年
１月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
１月１日
至平成25年
９月30日

自平成24年
１月１日
至平成24年
12月31日

売上高（千円） 18,277,979 23,433,381 24,099,626

経常利益又は経常損失（△）（千円） △313,624 41,424 △563,798

四半期純利益又は

四半期（当期）純損失（△）（千円）
△198,502 74,350 △295,234

四半期包括利益又は包括利益（千円） △296,993 366,066 △947,293

純資産額（千円） 5,530,359 5,193,500 4,829,436

総資産額（千円） 17,708,232 22,870,238 19,491,687

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失金額（△）

（円）

△1,592.94 596.65 △2,369.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 27.2 22.0 23.3

　

回次
第18期

第３四半期連結
会計期間

第19期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日
至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △1,085.11 △345.33

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．第18期第３四半期連結累計期間及び第18期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期（当期）純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第19期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。　

　

２【事業の内容】

  　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

    当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍政権の経済・金融政策「アベノミクス」の影響による輸出

関連企業の収益改善、個人消費の改善など、景気は回復基調である一方、円安による原材料・エネルギー価格の上

昇、欧州の経済不安の長期化、米国の政府債務上限問題及び新興国の経済成長鈍化等の景気下振れリスクのため、先

行き不透明感を拭いきれない状況となっております。

このような状況の中、当社グループは、従来と同様、自動車市場の拡大が見込まれる中華人民共和国（以下「中

国」という）を中心に東南アジア諸国およびその周辺国において、主に欧州メーカーブランドの商品によって多国間

の貿易ルートを確保することにより自動車市場の流通の活性化と収益拡大に努めてまいりました。

上記の結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は23,433百万円（前年同四半期比28.2％増）、営

業利益は578百万円（前年同四半期は108百万円の営業損失）、経常利益は為替差益55百万円を計上したこと等により

41百万円（前年同四半期は313百万円の経常損失）、四半期純利益は投資有価証券売却益128百万円を計上したこと等

により74百万円（前年同四半期は198百万円の四半期純損失）となりました。　

　
　セグメントの業績は次のとおりであります。
　

①日本

日本国内における中古買取・販売事業につきましては、当第３四半期連結累計期間末の「アップル」フランチャ

イズ店舗数は211店（前連結会計年度末は204店舗）となりました。

また、主に東南アジア諸国を中心とした中古車輸出事業を手掛ける当セグメントは、為替相場が急速に円安に進

んだことが好影響となり、売上高は前年同期と比較し1,988百万円増収となりました。また、１台あたりの利益額も

改善されつつあります。

　これらの結果、当セグメントの売上高は8,747百万円(前年同期比29.4％増)、営業利益は313百万円（前年同期は８

百万円の営業損失）となりました。

　

②中国

　中国汽車工業協会が平成25年10月11日に公表した１～９月の新車販売台数累計は、前年同期比14.0%増の1,284万

9,300台となりました。

なお、当社の主力商品であるメルセデスベンツについては、ダイムラーが平成25年10月に公表した中国国内の販

売台数は１～９月の新車販売台数累計は前年同期比7.9%増の15万5,906台となりました。中国国内における自動車市

場は競争の激しい環境にあるものの、全体的には当社の主力商品の販売は堅調であると思われます。

中国国内における新車関連事業を手掛ける当セグメントは、販売台数は前年同期比11.1%増となり、1台あたりの

販売単価及び利益額は前年同期と比べ改善しました。加えて、前年同期に比べ広告宣伝費等の販売費が減少したこと

から、前年同期と比較し増収増益となりました。

これらの結果、当セグメントの売上高は14,685百万円（前年同期比27.5％増）、営業利益は265百万円（前年同期

は100百万円の営業損失）となりました。

　　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 
 
（３）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 216,000

計 216,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 124,614 124,614
東京証券取引所

（マザーズ市場）

当社は単元株制度は採

用しておりません。

計 124,614 124,614 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
 （株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高
 （千円）

資本準備金
増減額

  （千円）

資本準備金
残高

   （千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
― 124,614 ― 4,816,489 ― 165,687

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

 区分 株式数（株）  議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式     　　　　    ―
  　　　　　　  

―

　　　　　　　  

―

 議決権制限株式

（自己株式等）

　　　　　      

―　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  　　　　　　  

―

　　　　　　　  

―

 議決権制限株式

（その他）
　 　　　　　　  ―

  　　　　　　  

―

　　　　　　　  

―

 完全議決権株式

（自己株式等）
　　　　　　 　　―

 　　　　　　   

― 

　　　　　　　  

―

 完全議決権株式

（その他）
 普通株式　 124,614

　　　　　  

124,614

　　　　　　　  

―

 単元未満株式 　 　　　　　　  ―
　　　　　　　  

―

　　　　　　　  

―

 発行済株式総数             124,614
　　　　　　　  

―

　　　　　　　  

―

 総株主の議決権 　 　　　　　   　―
             

124,614

　　　　　　　  

―

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が１株（議決権数１個）含まれて

おります。 

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,507,486 11,127,017

売掛金 1,385,393 2,192,871

商品及び製品 2,675,190 3,617,004

原材料及び貯蔵品 768 727

その他 2,511,784 3,329,671

貸倒引当金 △409,164 △428,949

流動資産合計 16,671,459 19,838,342

固定資産

有形固定資産 774,400 872,825

無形固定資産 33,433 28,809

投資その他の資産

長期営業債権 1,948,379 1,911,284

長期滞留債権 1,708,583 1,757,074

その他 1,685,406 1,888,734

貸倒引当金 △3,329,975 △3,426,831

投資その他の資産合計 2,012,394 2,130,261

固定資産合計 2,820,228 3,031,896

資産合計 19,491,687 22,870,238

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 989,314 2,297,126

短期借入金 11,438,702 12,890,784

1年内返済予定の長期借入金 117,144 110,920

未払法人税等 146,298 133,375

その他 1,593,882 1,957,151

流動負債合計 14,285,341 17,389,358

固定負債

長期借入金 305,337 218,441

退職給付引当金 1,594 1,535

役員退職慰労引当金 12,439 14,352

その他 57,537 53,051

固定負債合計 376,909 287,379

負債合計 14,662,251 17,676,738
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,816,489 4,816,489

資本剰余金 165,687 165,687

利益剰余金 △522,747 △448,397

株主資本合計 4,459,429 4,533,779

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 24,317 －

為替換算調整勘定 60,985 503,494

その他の包括利益累計額合計 85,302 503,494

少数株主持分 284,704 156,226

純資産合計 4,829,436 5,193,500

負債純資産合計 19,491,687 22,870,238
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 18,277,979 23,433,381

売上原価 16,755,737 21,055,807

売上総利益 1,522,241 2,377,573

販売費及び一般管理費 1,631,227 1,798,713

営業利益又は営業損失（△） △108,985 578,860

営業外収益

受取利息 6,824 39,346

受取手数料 10,006 15,446

保険代行収入 17,607 27,833

為替差益 10,766 55,990

営業権譲渡益 104,761 －

その他 34,234 24,985

営業外収益合計 184,201 163,603

営業外費用

支払利息 233,561 455,720

持分法による投資損失 53,050 162,642

貸倒引当金繰入額 96,638 －

その他 5,590 82,676

営業外費用合計 388,840 701,039

経常利益又は経常損失（△） △313,624 41,424

特別利益

固定資産売却益 275 244

関係会社株式売却益 17,099 －

投資有価証券売却益 － 128,835

特別利益合計 17,374 129,080

特別損失

固定資産売却損 31,475 49,136

その他 234 9

特別損失合計 31,709 49,146

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△327,959 121,358

法人税等 45,676 206,558

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △373,636 △85,199

少数株主損失（△） △175,133 △159,550

四半期純利益又は四半期純損失（△） △198,502 74,350

EDINET提出書類

アップルインターナショナル株式会社(E02963)

四半期報告書

 9/15



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △373,636 △85,199

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 108,406 △24,317

為替換算調整勘定 △9,475 440,953

持分法適用会社に対する持分相当額 △22,287 34,629

その他の包括利益合計 76,643 451,266

四半期包括利益 △296,993 366,066

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △72,381 492,542

少数株主に係る四半期包括利益 △224,611 △126,475
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積実効

税率を使用できない場合には、税引前四半期純利益に法定実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１．輸出為替手形割引高

 
前連結会計年度

（平成24年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

輸出為替手形割引高 54,510千円 55,090千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

　
　
　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日）

減価償却費　 　136,899千円　 　137,607千円　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

　となるもの 

　　該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動　

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

　となるもの 

　　該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動　

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年１月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　　

　
報告セグメント　

合計
日本 中国

　売上高

　　外部顧客への売上高

　

6,758,881 

　

11,519,097 

　　

18,277,979 

セグメント間の内部売　

上高又は振替高
― ― ― 

計 6,758,881 11,519,097 18,277,979 

　セグメント損失（△） △8,983 △100,001 △108,985 

（注）セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年１月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　　

　
報告セグメント　

合計
日本 中国

　売上高

　　外部顧客への売上高

　

8,747,613 

　

14,685,768 

　　

23,433,381 

セグメント間の内部売

上高又は振替高
― ― ― 

計 8,747,613 14,685,768 23,433,381 

　セグメント利益 313,724 265,136 578,860 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。 

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金

額（△）
△1,592円94銭 596円65銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△198,502 74,350

普通株主に帰属しない金額（千円） －　 －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△198,502 74,350

普通株式の期中平均株式数（株） 124,614 124,614

（注）　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株

当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月14日

アップルインターナショナル株式会社

取締役会　御中

アスカ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 若尾　典邦　印

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアップルイン

ターナショナル株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アップルインターナショナル株式会社及び連結子会社の平成25年９

月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
その他の事項
　会社の平成24年12月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成24年11月14日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成25年３月28日付けで無限定適正意見を表明している。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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